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東北大学史料館   
 
 
 
 氏  名：  出口 光一郎（でぐち こういちろう） 
  Deguchi, Koichiro 
 
最終所属部局・職名：  大学院情報科学研究科・教授 
 
生年月日：  昭和２３年（１９４８年）５月９日 
 
略  歴： 
昭和４９年３月 東京大学工学部計数工学科 卒業 
昭和４９年４月  同 大学院工学系研究科修士課程 入学 
昭和５１年３月  同 修了 
昭和５１年４月 東京大学工学部計数工学科助手 
昭和５９年４月  同 講師 
昭和５９年５月 山形大学工学部情報工学科助教授 
昭和６３年１月 東京大学工学部計数工学科助教授 
平成１０年１０月 東北大学大学院情報科学研究科教授 
システム情報科学専攻知能ロボティクス学講座イメージ
解析学分野を担当 
平成２５年３月 定年により退職 
この間， 
平成４年５月～平成５年４月  米国ワシントン大学客員准教授 
平成１１年４月～平成１３年３月 東京大学大学院工学系研究科客員教授併任 
 
専門分野・研究課題： 
（１）画像計測，パターン認識を主体とした，計測学における理論展開と実用化の普
及 
特に，ディジタル画像からの面積，線長などの幾何学量の読み取り法を研究
開発し，とその誤差解析法を確立した。また，「図形の科学」ともいうべき新
しい数理的な図形解析の方法論を開拓し，多くの先進的な論文と著書を著して
いる。 
 
（２）能動画像計測に基づくダイナミックコンピュータビジョン，ロボットビジョン
の研究 
カメラや対象が動いてできる動画像の解析法を提示し，動画像計測の分野を
開拓し，画像を利用したロボットなどの能動的な運動を制御する手法を開発し
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た。能動画像計測の有効性を示し，産業計測，医用画像計測など広い応用を実
現することで，画像センシングの新しい分野である「能動画像センシング」を
確立した。 
 
（３）高速画像処理，並列処理コンピュータの研究 
高速での画像処理を目指した並列コンピュータを開発，実用化をするととも
に，そのための要素ＬＳＩの設計開発，並列コンピュータ上でのＯＳや計算方
式の提案や動作解析，実装などを行ってきた。 
 
（４）横断型基幹科学技術の体系化と振興 
例えば，社会，人間，環境，生命，経営，組織マネジメントなどを扱うため
に生み出された，自然科学とならぶ「基幹科学技術」の発展をはかり，限りな
くタテに細分化されつつある科学技術の現実の姿に対して，学術における「横
の幹」の重要性を訴え，それの強化・振興をめざしたさまざまな活動を行って
きた。 
 
学会活動 
計測自動制御学会、情報処理学会、電子情報通信学会、形の科学会、米国ＩＥＥ
Ｅの会員 
 
学術振興会産業計測第３６委員会 委員、幹事、委員長 
計測自動制御学会 理事、東北支部長、副会長 
情報処理学会コンピュータビジョンとイメージメディア研究会 運営委員、主査 
横断型基幹科学技術研究団体連合 理事、副会長、会長 
日本学術会議連携会員 
などを歴任。 
 
また、画像処理とコンピュータビジョンの数理的側面(MAIPCV)シンポジウムを
組織、その他、多数の国際学会、国内学会での組織委員、運営委員、プログラム
委員等を務めた。 
 
学術受賞 
計測自動制御学会 論文賞（昭和５２年、平成６年） 
同      著述賞（平成２０年） 
同      ＳＩ部門学術業績賞（平成２１年） 
同      フェロー賞（平成１９年） 
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情報処理学会   山下記念研究賞（平成１１年） 
ロボティクスシンポジア 最優秀論文賞（平成６年、平成１１年） 
画像の認識と理解シンポジウム 優秀論文賞（平成１８年、１９年、２１年）、
最優秀論文賞（平成２２年）、最優秀学生論文賞（平成２３年） 
など， 
 
学内委員等 
平成１８年４月～同２０年３月 東北大学大学院情報科学研究科長補佐 
平成２０年４月～同２４年３月 東北大学大学院情報科学研究科副研究科長 
同         東北大学教育研究評議員 
 
その他、情報科学研究科システム情報科学専攻長、学生生活協議会委員、安全保障
輸出管理委員、研究倫理専門委員、広報委員、研究推進審議会委員、情報公開・個
人情報開示等委員、などの全学委員会委員を務めた。 
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